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令
和
５
年
度
概
算
要
求
、
地
方
債
計
画

総 務 省総 務 省Ⅰ	 デジタル変革への対応、グリーン化の
推進、活力ある地域づくり

Ⅱ	 内外の環境変化への対応
Ⅲ	 防災・減災、国土強靱化の推進によ
る安全・安心なくらしの実現

Ⅳ	感染症への対応、持続可能な地域
社会の実現等を支える地方行財政
基盤の確保

Ⅴ	持続可能な社会基盤の確保

令和５年度概算要求における主要事項

一
般
財
源
総
額
　
前
年
度
同
水
準
要
求

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

••••••••••••••••

お
知
ら
せ

次
号
の
旬
報
は
、

10
月
15
日
付
の
２
２
０

６
・
７
号
合
併
号
と
し

て
発
行
し
ま
す
。

令
和
5
年
度
の
概
算
要
求

で
総
務
省
が
重
視
し
た
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
、
寺
田
稔
総

務
大
臣
は
9
月
2
日
の
記
者

会
見
で
、
地
域
課
題
の
解
決

を
通
じ
た
持
続
可
能
な
地
域

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
変
革
へ
の
対
応
、

グ
リ
ー
ン
化
の
推
進
、
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
、
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靱
化
に
よ
る

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
実

現
、
地
方
の
一
般
財
源
総
額

の
確
保
と
い
っ
た
諸
課
題
に

対
応
し
て
い
く
た
め
の
施
策

に
必
要
な
予
算
を
要
求
し
た

と
の
見
解
を
示
し
た
。

令
和
5
年
度
の
地
方
財
政

の
課
題（
通
常
収
支
分
）と
し

て
総
務
省
は
、
①
感
染
症
へ

の
対
応
、
持
続
可
能
な
地
域

社
会
の
実
現
等
の
重
要
課
題

へ
の
対
応
②
地
方
の
一
般
財

源
総
額
の
確
保
③
自
治
体
Ｄ

Ｘ
の
推
進
と
財
政
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
強
化
―
を
挙
げ
た
。

特
に
②
地
方
へ
の
一
般
財
源

総
額
の
確
保
に
お
い
て
、
地

方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
極

め
て
厳
し
い
地
方
財
政
の
現

状
等
を
踏
ま
え
、
本
来
の
役

割
で
あ
る
財
源
調
整
機
能
と

財
源
保
障
機
能
が
適
切
に

発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
総
額
を

適
切
に
確
保
す
る
と
と
も
に
、

臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
を

総
務
省
は
8

月
31
日
、「
経

済
財
政
運
営
と

改
革
の
基
本
方

針
２
０
２
２
」

や
概
算
要
求
基

準
等
を
前
提
と

し
て
、
地
方
税

な
ど
を
機
械
的
に
試
算
し
た

「
令
和
5
年
度
地
方
財
政
収

支
の
仮
試
算
」
を
公
表
し
た
。

仮
試
算
に
よ
る
と
一
般
財

源
総
額
は
、
前
年
度
比
0
・

8
兆
円
増
の
64
・
7
兆
円

（
交
付
団
体
ベ
ー
ス
で
前
年

度
比
0
・
2
兆
円
増
の
62
・

2
兆
円
）
と
な
っ
た
。
地
方

交
付
税
の
要
求
額
は
、
前
年

度
比
０・１
兆
円
増
の
18
・

2
兆
円
と
な
っ
た
。

地
方
税
等
は
「
中
長
期

の
経
済
財
政
に
関
す
る
試

算
（
令
和
4
年
7
月
29
日
）」

に
よ
る
各
種
指
標
を
用
い
て

試
算
し
、
前
年
度
か
ら
2
・

6
％
増
の
45
・
0
兆
円
を
見

込
ん
だ
。一
方
、
地
方
債
は
、

地
方
税
の
伸
び
を
見
込
ん
だ

こ
と
に
よ
り
、
財
源
不

足
を
補
う
臨
時
財
政
対

策
債
が
、
前
年
度
か
ら

26
・
9
％
減
の
1
・３
兆

円
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
。

各
歳
出
は
、
前
年
度

同
額
の
据
置
を
基
本
と

し
て
い
る
が
、
一
般
行

政
経
費
で
社
会
保
障
関

係
費
の
増
加
に
よ
り
、

1・4
％
増
の
42・0
兆

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

総
務
省
は
８
月
31
日
、「
令
和
5
年
度
地
方
財
政
の
課
題
」
を
公
表
し
、「
地
方
財
政
収

支
の
仮
試
算
」「
地
方
交
付
税
の
概
算
要
求
の
概
要
」
を
発
表
。
一
般
財
源
総
額
は
前
年

度
比
０・８
兆
円
増
の
64・7
兆
円
、地
方
交
付
税
総
額
は
出
口
ベ
ー
ス
で
0・1
兆
円
増
の

18・2
億
円
を
要
求
し
た
。
ま
た
、
同
日
付
で
「
地
方
債
計
画
案
」
も
公
表
し
た
。

地方税収伸び 見込み
臨財債 抑制へ

地方財政収支の仮試算

財
務
省
は
9
月

5
日
、
令
和
5
年

度
予
算
の
各
省
庁

か
ら
の
概
算
要
求

の
総
額
が
１
１
０

兆
４
８
４
億
円
に

な
っ
た
と
発
表
。

昨
年
度
に
次
ぐ
、

過
去
２
番
目
の
規

模
と
な
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
や
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
対
策
等
を
含
め
た
重

要
政
策
、「
中
期
防
衛
力
整
備

計
画
」
に
係
る
経
費
、
少
子

化
・
子
ど
も
政
策
に
係
る
経

費
、
Ｇ
Ｘ
に
か
か
る
経
費
に

つ
い
て
は
、
予
算
編
成
過
程

で
金
額
を
決
定
す
る
事
項
要

求
と
し
て
い
る
。

各省庁概算要求額

２年連続 110兆円超

①地方交付税（うち法定加算等）0.4（+0.4）
②臨時財政対策債1.3（▲0.5） 
③建設地方債の増発0.8（0.0）

歳出 91.6兆円（+1.1）

歳入 91.6兆円（+1.1）（水準超経費（2.5兆円）を除く交付団体ベース 62.2兆円（+0.2兆円））
 一般財源総額 64.7兆円（+0.8兆円）

財政不足額 2.4兆円（▲0.1兆円）

給与関係経費
19.9（▲0.0）

一般行政経費
42.0（+0.6）

投資的経費
12.0（0.0）

公債費
11.3

（▲0.1）

その他
6.4

（+0.6）

地方交付税
18.2（+0.1）

国庫支出金
15.1（+0.3）

地方債等
11.1（0.0）

地方税・地方譲与税等
45.2（+1.1）

抑
制
す
る
と
し
た
。

※表示単位未満四捨五入の関係で積上げと合計
が一致しない場合がある。

※ ( ) 内は令和 4 年度地方財政計画からの増減額

令和 5 年度地方財政収支（仮試算）（総務省資料から）

①②③

（単位：兆円）
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令
和
5
年
度
の

地
方
交
付
税
の
概

算
要
求
の
考
え
方

に
つ
い
て
総
務
省

は
、▽
「
新
経
済・

財
政
再
生
計
画
」、

「
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
基
本
方

針
２
０
２
２
」
等
を
踏
ま

え
、
交
付
団
体
を
始
め
地
方

の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必

要
と
な
る
一
般
財
源
の
総
額

に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度
地

・交付税法定率分
（国税 4 税）
16.5兆円（+ 0.8兆円）

・法定加算・覚書加算
0.4 兆円（+ 0.4 兆円）

・交付税法定率分
（地方法人税）
1.9 兆円（+0.2 兆円）

・特会借入金の元利償還金
▲ 0.6 兆円（+ 0.0 兆円）

・前年度からの繰越・剰余
金の活用
‒ 兆円（▲ 1.3 兆円）

国 地  方

1.3 兆円
（▲ 0.5 兆円）

+
交
付
税
特
会
へ
の「
入
口
」ベ
ー
ス

交
付
税
特
会
か
ら
の「
出
口
」ベー
ス

交 付 額

臨時財政対策債

18.2 兆円
（+ 0.1 兆円）

16.9 兆円
（+1.2 兆円）

国の一般会計

+1.3 兆円
（▲ 1.1 兆円）

交付税特別会計

令和 5年度　地方交付税の姿（概算要求）　（総務省資料から）

区　分
令和 5年度
当初要求額

A

令和 4年度
当初予算額

B

増減額
（A－B）C

増減率
C/B

一
般
会
計

国税４税の法定率分等	 ① 164,651 156,404 8,247 5.3%
一般会計からの加算分	 ② 3,871 154 3,717 2,413.6%

法定加算等 3,871 154 3,717 2,413.6%
臨時財政対策特例加算 0 0 0 ―

計（入口ベース）	 ①+②=③ 168,522 156,558 11,964 7.6%

特
別
会
計

地方法人税の法定率分	 ④ 19,095 17,127 1,968 11.5%
返還金	 ⑤ 0 1 △ 1 △ 90.3%
特別会計借入金償還額	 ⑥ △ 5,000 △ 5,000 0 0.0%
特別会計借入金利子	 ⑦ △ 686 △ 709 23 △ 3.2%
剰余金の活用	 ⑧ 0 0 0 ―
地方公共団体金融機構の公庫
債権金利変動準備金の活用	 ⑨ 0 0 0 ―

前年度からの繰越	 ⑩ 0 12,561 △ 12,561 皆減
計	 ④+⑤+⑥+⑦+⑧+⑨+⑩=⑪ 13,409 23,980 △ 10,571 △ 44.1%

地方交付税総額（出口ベース）	 ③+⑪ 181,931 180,538 1,393 0.8%

令和 5年度地方交付税算定額　通常収支分　（総務省資料から）

※特別会計とは「交付税及び譲与税配付金特別会計」のこと。
※表示単位未満四捨五入の関係で、積上げと合計、増減率が一致しない場合がある。

（単位：億円）
方
財
政
計
画
の
水
準
を
下
回

ら
な
い
よ
う
実
質
的
に
同
水

準
を
確
保
▽
地
方
交
付
税
に

つ
い
て
は
、本
来
の
役
割
が
適

切
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
総
額

を
確
保
す
る
こ
と
と
し
18
・

２
兆
円
を
要
求
す
る
と
と
も

に
、
交
付
税
率
の
引
上
げ
を

事
項
要
求
▽
東
日
本
大
震
災

の
復
旧
・
復
興
事
業
等
に
つ

い
て
、
通
常
収
支
と
は
別
枠

で
整
理
し
、
地
方
の
所
要
の

事
業
費
及
び
財
源
を
確
実
に

確
保
―
の
3
つ
を
挙
げ
た
。

内
訳
（
左
表
）
を
み
る
と
、

増
収
を
見
込
ん
だ
国
税
4
税

（
所
得・法
人・酒・消
費
）
の

16
兆
４
６
５
１
億
円
と
一
般

会
計
か
ら
の
加
算
分
３
８
７

１
億
円
を
合
わ
せ
、
入
口

ベ
ー
ス
で
16
兆
８
５
２
２

億
円
（
前
年
度
比
7
・
６
％

総
務
省
は
、計

画
規
模
9
兆
７
０

０
７
億
円
、前
年

度
比
4
・
7
％
減

を
見
積
っ
た
令
和

５
年
度
地
方
債
計

画（
案
）を
発
表
。

2
年
連
続
の
減
少

と
な
っ
た
。

内
訳
は
、
普
通
会
計
分
が

前
年
度
比
6
・
3
％
減
の
7

兆
１
２
８
５
億
円
。
こ
の
う

ち
、
通
常
分
は
前
年
度
と
同

額
の
４
兆
９
７
７
２
億
円
。

特
別
分
は
、
18
・
2
％
減
の

2
兆
１
５
１
３
億
円
で
、
減

少
し
た
要
因
は
臨
時
財
政
対

策
債
で
、
26
・
9
％
減
の
1

兆
３
０
１
３
億

円
と
な
っ
て
い

る
。
臨
時
財
政

対
策
債
以
外
の

特
別
分
は
、
財

源
対
策
債
７
6

０
０
億
円
、
退

職
手
当
債
８
０

０
億
円
、
調
整

１
０
０
億
円
と

い
ず
れ
も
前
年

度
同
額
。
公
営

企
業
会
計
等
分

に
つ
い
て
は
、

前
年
度
と
同
額

の
２
兆
５
７
２

２
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

策
定
方
針
は
、
①
引
き
続

き
厳
し
い
地
方
財
政
の
状
況

の
下
で
、
地
方
公
共
団
体
が

地
域
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

確
実
に
提
供
で
き
る
よ
う
、

地
方
財
源
の
不
足
に
対
処
す

る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
と

と
も
に
、
所
要
の
地
方
債
資

金
の
確
保
を
図
る
②
「
令
和

５
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に

当
た
っ
て
の
基
本
的
な
方
針

に
つ
い
て
」
及
び
「
令
和
５

年
度
地
方
財
政
収
支
の
仮
試

算
【
概
算
要
求
時
】
」
を
踏

ま
え
る
―
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
東
日
本
大
震
災

分
」
に
係
る
地
方
債
計
画
に

つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災

に
関
連
す
る
事
業
を
円
滑
に

推
進
で
き
る
よ
う
、
所
要
額

に
つ
い
て
、
そ
の
全
額
を
公

的
資
金
で
確
保
を
図
る
こ
と

と
し
、
別
途
策
定
す
る
と
し

て
い
る
。	

	

増
）。
特
別
会
計
1
兆
３
４

０
９
億
円
と
合
わ
せ
地
方
交

付
税
総
額
（
出
口
ベ
ー
ス
）

は
18
兆
１
９
３
１
億
円
（
同

０・８
％
増
）
を
要
求
し
た
。

な
お
、
要
求
は
仮
置
き
で
、

経
済
情
勢
の
推
移
、
税
制
改

正
の
内
容
、
国
の
予
算
編
成

の
動
向
等
を
踏
ま
え
、
地
方

財
政
の
状
況
等
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
、
予
算
編
成
過
程

で
調
整
す
る
と
し
て
い
る
。

0.8％増0.8％増  18.218.2兆円要求兆円要求
地方交付税

区　分
令和 5年度
計画額（案）

A

令和 4年度
計画額
B

差 引
（A－B）C

増減率
C/B× 100

普通会計分	 ① （②+③） 71,285 76,077 △ 4,792 △ 6.3
通常分	 ② 49,772 49,772 0 0.0
特別分	 ③ 21,513 26,305 △ 4,792 △ 18.2
臨時財政対策債　 13,013 17,805 △ 4,792 △ 26.9
財源対策債 7,600 7,600 0 0.0
退職手当債 800 800 0 0.0
調整 100 100 0 0.0

公営企業会計等分	 ④ 25,722 25,722 0 0.0
総 計	 ①+④ • ⑤+⑥ 97,007 101,799 △ 4,792 △ 4.7
通常分	 ⑤（②+④） 75,494 75,494 0 0.0
特別分	 ⑥（③) 21,513 26,305 △ 4,792 △ 18.2

通常収支分　（総務省資料から）	 （単位：億円、％）

臨時財政対策債臨時財政対策債  26.9％減26.9％減
地方債計画案

※表示単位未満四捨五入の関係で
積上げと合計が一致しない場合
がある。

※ ( ) 内は令和 4 年度地方財政計
画からの増減額
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山
本
市
長

は
、「
宮
古
創
生　

～
持
続
可
能
な

ま
ち
の
実
現
へ
、

共
に
～
」
と
題

し
、
東
日
本
大

震
災
で
の
被
害
、

震
災
か
ら
11
年

経
っ
た
復
興
の

現
状
、
今
後
の

市
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

宮
古
市
で
は
、
復
興
に
向

け
た
３
つ
の
柱
に
①
す
ま
い

と
暮
ら
し
の
再
建
②
産
業
・

経
済
復
興
③
安
全
な
地
域
づ

く
り
―
を
位
置
付
け
た
復
興

計
画
を
震
災
か
ら
約
７
カ
月

後
の
平
成
23
年
10
月
31
日
に

本
紙
で
は
前
号
に
続
き
、
清
水
富
雄
会
長
（
横
浜
市
会
議
長
）
は
じ
め
正
副
会
長
等

に
よ
る
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
視
察
の
模
様
を
報
告
す
る
。
今
号
で
は
23
日
に
訪
れ

た
宮
古
市
で
の
視
察
を
お
伝
え
す
る
。

８
月 

東
日
本
大
震
災
被
災
地
視
察 

㊦

復
興
経
て 

持
続
可
能
な
ま
ち
目
指
す

清水会長
（横浜市）

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東

日
本
大
震
災
発
災
時
、
太
平

洋
に
面
し
た
宮
古
市
の
市
街

地
は
津
波
に
よ
り
海
水
と
瓦

礫
に
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
当

時
の
宮
古
市
役
所
は
浸
水
し
、

市
内
田
老
地
区
で
は
防
潮
堤

が
決
壊
し
ま
ち
が
壊
滅
、
市

全
体
で
は
５
１
７
人
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
、
９
０
８
８
棟

の
家
屋
が
倒
壊
す
る
な
ど
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
。

市
内
で
観
測
さ
れ
た
震
度

は
最
大
で
５
強
だ
っ
た
も
の

山本宮古市長 橋本宮古市議会議長

秋田県

宮城県

宮古市

久慈市

◎
盛岡市

岩手県

青森県

秋田県

宮城県
1:269,600

0 30km

〔宮古市〕岩手県中部の三陸海
岸沿い、本州最東端に位置し、三
陸復興国立公園・浄土ヶ浜や早
池峰国定公園など自然環境に
恵まれる。人口48,391人、面積
1259.15k㎡。市議会定数22人、う
ち女性議員1人。

の
、
最
大
波
の
高
さ
８・５

㍍
、
沿
岸
部
の
田
老
地
区
で

は
痕
跡
高
16
・
３
㍍
以
上
を

観
測
す
る
大
津
波
に
襲
わ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
被
害
が
拡

大
し
た
。

宮
古
市
を
訪
れ
た
視
察
団

は
、
宮
古
市
役
所
で
山
本
正

德
市
長
、
橋
本
久
夫
市
議
会

議
長
、
竹
花
邦
彦
市
議
会
副

議
長
を
表
敬
訪
問
し
、「
う

み
ど
り
公
園
」、
震
災
遺
構

「
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
」
を

視
察
。
現
在
も
残
る
震
災
の

痕
跡
や
復
興
の
現
場
を
訪
ね
、

復
興
・
防
災
に
つ
い
て
想
い

を
深
め
た
。

23
日
の
視
察
の
最
初
に
訪

れ
た
宮
古
市
役
所
で
は
、
山

本
市
長
か
ら
こ
れ
ま
で
の
復

興
の
あ
ゆ
み
と
今
後
の
市
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
で
山
本
市

長
は
、
過
去
幾
度
と
な
く
津

波
に
襲
わ
れ
た
市
の
歴
史
に

つ
い
て
語
り
、「
本
市
で
の
視

察
が
皆
様
の
自
治
体
で
よ
り

よ
い
ア
イ
デ
ア
づ
く
り
の
一

例
に
な
れ
ば
」
と
今
回
の
視

察
へ
期
待
を
寄
せ
た
。

続
い
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
橋
本
議
長
は
、
震
災
当
日

に
議
事
堂
で
被
災
し
た
経
験

策
定
。
市
の
復
興
事
業
の
進

捗
率
は
１
０
０
％
を
達
成
し
、

市
内
で
行
わ
れ
て
い
る
復
興

事
業
は
岩
手
県
が
取
り
組
ん

で
い
る
閉へ

伊い

川
の
水
門
工
事

（
４
面
掲
）
な
ど
一
部
を
残

す
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
市
で
は
地
域
住
民
が
検

討
会
を
立
ち
上
げ
、
１
年
を

か
け
て
復
興
ま
ち
づ
く
り
計

画
を
策
定
。
現
在
で

は
全
て
の
被
災
世
帯

が
住
宅
再
建
を
果
た

し
て
い
る
。

特
に
津
波
被
害
が

大
き
か
っ
た
田
老
地

区
・
鍬
ヶ
崎
地
区
な

ど
沿
岸
部
で
も
高
台

移
転
や
住
宅
地
の
か

さ
上
げ
な
ど
で
復
興

が
進
み
、
今
後
は
今

な
お
目
立
つ
空
き
地

対
策
が
課
題
と
し
た
。

　【
4
面
へ
続
く
】

持続可能で安全な地域づくり持続可能で安全な地域づくり

宮古市

復興から「宮古創生」へ復興から「宮古創生」へ

に
つ
い
て
触
れ
、「
大
震
災

を
経
験
し
た
議
員
も
新
た
に

当
選
し
た
議
員
も
、
一
丸
と

な
っ
て
復
旧
・
復
興
を
進
め

な
が
ら
新
た
な
議
会
運
営
を

行
っ
て
い
る
」
と
今
後
の
議

会
運
営
へ
の
想
い
を
語
っ
た
。

清
水
会
長
は
あ
い
さ
つ
で

山
本
市
長
、橋
本
議
長
、竹
花

副
議
長
に
視
察
の
受
け
入
れ

に
対
す
る
謝
意
を
示
し
、
今

回
の
視
察
を
今
後
の
要
望
活

動
へ
反
映
さ
せ
て
い
く
と
し

た
。宮古市役所での表敬訪問の模様
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今
後
の
宮
古

市
の
取
り
組
み

と
し
て
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
取
り
組

み
と
新
た
な
憩

い
の
場
の
整
備

を
挙
げ
た
。

宮
古
市
で
は

再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
る

地
域
内
経
済
循

環
を
推
進
し

て
い
る
。
現

在
、
市
で
は
石

油
や
ガ
ス
な
ど

エ
ネ
ル
ギ
ー
購

入
費
と
し
て
年

間
約
１
３
９
億

円
が
市
域
外
へ

流
出
し
て
い
る

が
、
こ
れ
を
市

内
で
の
太
陽
光

や
風
力
な
ど
再

整
備
し
て
い
る
。
し
お
か
ぜ

公
園
は
、「
道
の
駅
み
や
こ

シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど
」
に
隣

接
し
、
安
全
に
釣
り
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
海
釣
り
エ

リ
ア
や
展
望
広
場
を
備
え
る

ほ
か
、
潮
だ
ま
り
で
は
水
遊

び
が
で
き
る
。

ま
た
、
出
崎
ふ
頭
か
ら
は

市
で
建
造
し
た
遊
覧
船
「
宮

古
う
み
ね
こ
丸
」

を
7
月
か
ら
運
行

し
て
い
る
。

誰
も
が
利
用
し

や
す
い
よ
う
船
は

バ
リ
ア
フ
リ
ー

設
計
と
し
、
市
の

景
勝
地
で
あ
る
浄

土
ヶ
浜
な
ど
三
陸

ジ
オ
パ
ー
ク
・
ジ

オ
サ
イ
ト
を
巡
る

体
験
型
観
光
の
目

玉
と
し
て
活
用
し

て
い
く
と
し
た
。

今
後
の
復
興

市
長
は
、
今
後
の
復
興
関

連
事
業
と
し
て
①
心
の
ケ
ア

②
防
災
・
減
災
対
策
③
震
災

の
記
憶
伝
承
―
を
挙
げ
た
。

①
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
宮

古
市
で
は
、
被
災
者
の
孤
立

を
防
ぐ
た
め
、
見
守
り
支
援

や
健
康
調
査
、
相
談
な
ど
に

よ
る
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
の

推
進
と
と
も
に
、
地
域
活
動

の
支
援
や
自
治
会
へ
の
加
入

促
進
、
地
域
の
集
会
施
設
へ

の
空
調
設
置
、
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
遊
具
（
年
齢
、
障
害
の

有
無
問
わ
ず
誰
も
が
楽
し
め

る
遊
具
）
を
備
え
た
「
う
み

ど
り
公
園
」（
詳
細
は
５
面

掲
）
な
ど
幅
広
い
層
が
楽
し

め
る
憩
い
の
場
の
整
備
な
ど

に
よ
っ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
を
支
援
し
て
い

る
。②

防
災
・
減
災
対
策
で
は
、

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沖
地

震
で
想
定
さ
れ
る
地
震
と
津

波
へ
の
対
策
を
進
め
て
い
る
。

内
閣
府
の
津
波
浸
水
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
東
日

本
大
震
災
を
大
幅
に
上
回
る

規
模
の
津
波
が
想
定
さ
れ
る

た
め
、
市
で
は
防
潮
堤
等
海

岸
保
全
施
設
の
整

備
な
ど
の
ハ
ー
ド

面
と
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
・

配
布
や
避
難
訓
練

な
ど
ソ
フ
ト
面
の

両
方
に
よ
る
「
多

重
防
災
型
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
進
め

て
い
る
。

ハ
ー
ド
面
で
は

県
が
整
備
し
て
い

る
閉
伊
川
水
門

（
令
和
８
年
度
完

成
予
定
）
や
避
難
路
の
整
備

な
ど
、
国
の
財
源
が
必
要
と

な
る
大
規
模
な
対
策
に
つ
い

て
更
な
る
強
化
を
働
き
か
け

て
い
る
。

ソ
フ
ト
面
で
は
、
津
波
避

難
計
画
を
見
直
し
、
新
た
に

作
成
し
た
「
宮
古
市
総
合
防

災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
全

戸
配
布
を
予
定
し
て
い
る

（
今
年
度
内
完
了
予
定
）。

市
で
は
東
日
本
大
震
災
の

記
憶
を
伝
承
す
る
事
業
に
も

取
り
組
ん
で
お
り
、
津
波
で

損
壊
し
た
「
た
ろ
う
観
光
ホ

テ
ル
」（
詳
細
は
５
面
掲
）
を

震
災
遺
構
と
し
て
保
存
し
て

い
る
ほ
か
、
市
の
田
老
総
合

事
務
所
跡
地
に
津
波
資
料
館

の
整
備
を
行
っ
て
い
る
（
令

和
６
年
度
オ
ー
プ
ン
予
定
）。

インクルーシブ遊具を備えたうみどり公園

ま
た
、
宮
古
駅
前
に
あ
る

市
役
所
・
保
健
セ
ン
タ
ー
・

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
複
合

施
設
「
イ
ー
ス
ト
ピ
ア
み
や

こ
」に
は
、東
日
本
大
震
災
の

浄土ヶ浜を行く「宮古うみねこ丸」（宮古市提供）

状
況
や
復
興
の
歩
み
、
過
去

の
災
害
の
歴
史
な
ど
に
つ
い

て
学
べ
る
「
防
災
プ
ラ
ザ
」

が
備
え
ら
れ
て
い
る
。

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
に

置
き
換
え
る
こ
と
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
地
産
地
消
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
関
わ
る
費
用
が
市

域
内
で
循
環
す
る
「
地
域
内

経
済
循
環
」
の
成
立
を
目
標

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

新
た
な
海
の
憩
い
の
場
と

し
て
、
市
沿
岸
部
の
出
崎
ふ

頭
に
「
し
お
か
ぜ
公
園
」
を

震災遺構として保存された「たろう観光ホテル」
再エネ・観光振興を推進再エネ・観光振興を推進

地域内経済循環目指す地域内経済循環目指す

宮古創生
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災
の
爪
痕
が
そ

の
ま
ま
残
る
施

設
を
見
学
し
、

最
上
階
の
客
室

で
は
社
長
の
松

本
勇
毅
氏
が
同

室
か
ら
命
か
ら

が
ら
収
録
し
た

当
時
の
津
波
の

映
像
を
通
じ
、

街
を
飲
み
込
み

人
々
の
営
み
を

破
壊
す
る
津
波

の
恐
ろ
し
さ
を

体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

松
本
社
長
は
、
自
分
の
想

像
を
は
る
か
に
超
え
る
大
津

波
の
映
像
を
後
世
に
残
さ
ね

ば
な
ら
な
い
と
い
う
想
い
の

も
と
、
こ
れ
以
上
津
波
が
大

き
く
な
ら
な
い
で
く
れ
と
祈

り
な
が
ら
収
録
し
て
い
た
と

い
う
。

ま
た
、
屋
上
か
ら
は
高
台

に
移
転
し
た
住
宅
地
で
あ
る

「
三
王
団
地
」
や
震
災
後
改

め
て
整
備
さ
れ
た
高
さ
14
・

７
㍍
の
防
潮
堤
な
ど
田
老
地

区
の
復
興
の
姿
を
一
望
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

23
日
の
視
察

の
最
後
に
、
視

察
団
は
宮
古
市

内
沿
岸
部
の
田

老
地
区
に
位
置

す
る
「
た
ろ
う

観
光
ホ
テ
ル
」

を
訪
問
。
震
災

の
被
害
が
そ
の

ま
ま
残
る
施
設

を
見
学
し
、
震
災
当
時
の
映

像
や
ガ
イ
ド
の
説
明
な
ど
を

通
じ
、防
災・復
興
へ
の
想
い

を
再
確
認
し
た
。

た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
は
田

老
湾
を
望
む
地
区
の
海
沿
い

者
な
ど
様
々
な
人
が
楽
し
め

る
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊

具
」
を
備
え
た
誰
も
が
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
公
園
と
し

て
設
計
さ
れ
た
。
公
園
へ
の

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
の
設

置
は
東
北
初
の
取
り
組
み
と

な
る
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
で
き
る
多
目
的
広
場
も

備
え
る
。

公
園
内
の
東
日
本
大
震
災

津
波
メ
モ
リ
ア
ル
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
は
「
記
憶
の
塔
」「
鎮

魂
の
塔
」「
伝
承
の
塔
」「
希

望
の
塔
」
の
４
本
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
東

日
本
大
震
災

の
記
憶
や
当

時
の
震
災
の

状
況
、
犠
牲

者
の
方
々
へ

の
追
悼
の
想

い
を
人
々
の

記
憶
に
残
し
、

震
災
で
得
ら

れ
た
教
訓
を

後
世
に
語
り

継
ぐ
と
い
う

想
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。

うみどり公園のモニュメントに献花し、黙とうをささげる視察団

骨組み部分以外が津波で流されたたろう観光ホテルの2階

宮
古
市
役
所

で
の
表
敬
訪
問

を
終
え
た
視
察

団
は
、「
う
み
ど

り
公
園
」
を
視

察
し
、
公
園
内

の
「
東
日
本
大

震
災
メ
モ
リ
ア

ル
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
」
に
献
花
を

行
い
、
黙
祷
を
捧
げ
、
震
災

の
犠
牲
と
な
っ
た
人
々
を
悼

ん
だ
。

う
み
ど
り
公
園
は
旧
宮
古

市
役
所
跡
地
に
整
備
さ
れ
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障
害

誰もが遊べる憩いの場整備誰もが遊べる憩いの場整備
メモリアルモニュメントへ献花メモリアルモニュメントへ献花

東北初

被災ホテル 遺構として保存被災ホテル 遺構として保存
震災の記憶 風化させない震災の記憶 風化させない

学ぶ防災

に
建
て
ら
れ
た
6
階
建
て
の

ホ
テ
ル
で
、
目
の
前
の
海
岸

に
は
高
さ
10
㍍
（
当
時
）
の

防
潮
堤
が
建
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
東
日
本
大
震
災
の
16

㍍
を
越
す
大
津
波
で
防
潮
堤

が
決
壊
し
て
ホ
テ
ル
は
そ
の

直
撃
を
受
け
、
１
階
と
２
階

の
構
造
物
の
ほ
と
ん
ど
が
流

さ
れ
、
現
在
の
よ
う
な
鉄
骨

む
き
出
し
の
痛
ま
し
い
姿
と

な
っ
た
。

宮
古
市
は
、
震
災
の
記
憶

を
風
化
さ
せ
ず
後
世
に
伝
え

る
た
め
、
被
災
し
た
た
ろ
う

観
光
ホ
テ
ル
を
整
備
し
て
保

存
す
る
こ
と
を

決
定
。
市
内
外

か
ら
寄
付
金
を

募
っ
て
保
存
工

事
を
行
い
、
平

成
25
年
に
は
復

興
庁
か
ら
「
震

災
遺
構
」
の
第

１
号
と
し
て
認

定
を
受
け
、
平

成
28
年
か
ら
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー

「
学
ぶ
防
災
」

の
参
加
者
を
対

たろう観光ホテルで説明を聞く視察団

象
に
公
開
を
開
始
し
た
。
同

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
利
用
者
は

令
和
４
年
7
月
に
20
万
人
を

超
え
、
今
後
も
広
く
見
学
者

を
受
け
入
れ
る
予
定
だ
。

市
で
は
今
後
も
多
く
の
人

に
震
災
か
ら
得
た
教
訓
を
伝

え
る
た
め
、
た
ろ
う
観
光
ホ

テ
ル
を
保
存
整
備
す
る
寄
付

金
を
募
集
し
て
い
る
。
令
和

２
年
１
月
に
は
外
付
け
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
車

い
す
利
用
者
な
ど
歩
行
困
難

な
見
学
者
も
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
の
ホ
テ
ル
で
は
、
震



令和４年９月 25日号（6）第 2205 号 全 国 市 議 会 旬 報

月
１
日
現
在
）。

大
崎
市
は
東
日
本
大
震
災

の
後
、
近
年
７
年
間
で
平
成

27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
、

令
和
元
年
東
日
本
台
風
（
同

年
台
風
第
19
号
）、そ
し
て
今

年
7
月
14
日
か
ら
の
豪
雨
と

度
重
な
る
大
規
模
な
豪
雨
災

害
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
、
そ

の
度
に
河
川
の
氾
濫
が
相
次

ぎ
、復
旧
を
行
っ
て
き
た
。特

に
名
蓋
川
と
多
田
川
が
合
流

す
る
矢
目
地
区
で
は
い
ず
れ

の
災
害
で
も
堤
防
の
決
壊
が

起
き
て
い
る
た
め
（
左
掲
）、

市
で
は
今
後
、
抜
本
的
な
対

策
を
行
う
よ
う

国
や
県
に
働
き

か
け
て
い
く
と

い
う
。

今
回
視
察
の

7
月
豪
雨
以
外

に
も
、
今
年
に

は
8
月
３
日
か

ら
長
期
に
わ

た
っ
て
東
北
地

方
の
日
本
海
側

や
北
陸
地
方
な

ど
を
中
心
に
豪

雨
災
害
が
相
次

清
水
会
長
は
、

関
議
長
ら
の
案

内
の
も
と
氾
濫

が
起
き
た
名
蓋

川
の
堤
防
決
壊

箇
所
周
辺
な
ど

市
内
を
視
察
し

た
の
ち
、
大
崎

市
役
所
で
伊
藤

市
長
、
関
議
長
、

佐
藤
副
議
長
ら
を
表
敬
訪
問

し
、
懇
談
を
通
じ
て
水
害
対

策
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て

清
水
富
雄
会
長（
横
浜
市
会
議
長
）は
８
月
23
日
、今
年
7
月
の
豪
雨
で
河
川
氾
濫
、洪

水
な
ど
の
大
き
な
被
害
を
被
っ
た
大
崎
市
を
訪
れ
、水
害
の
現
場
を
視
察
し
、伊
藤
康
志
市
長
、

関
武
徳
市
議
会
議
長
、佐
藤
講
英
市
議
会
副
議
長
に
表
敬
訪
問
し
た
。

岩手県秋田県

宮城県
山形県

福島県

◎
仙台市

大崎市

1:234,000

0 30km

〔大崎市〕宮城県の北西部に位置し、
市北部には日本有数の温泉地である
鳴子温泉を持つ。また、世界農業遺産
に認定された「大崎耕土」ではひとめ
ぼれなどの著名なブランド米が生産さ
れる。人口125,988人、面積796.81k㎡。
市議会定数28人、うち女性議員4人。

宮
城
県
の
北
西
部
に
位
置

す
る
大
崎
市
で
は
今
年
7
月

14
日
か
ら
16
日
に
か
け
、
豪

雨
に
よ
る
災
害
に
見
舞
わ
れ

た
。
特
に
15
日
夜
か
ら
16
日

未
明
に
は
１
時
間
あ
た
り
最

大
74
・
０
㍉
の
非
常
に
激
し

い
雨
が
降
り
、
市
内
を
流
れ

る
名
蓋
川
の
堤
防
が
決
壊
し

川
が
氾
濫
、
家
屋
や
田
畑
が

浸
水
す
る
被
害
を
受
け
た
。

住
家
の
被
害
は
床
上
浸
水

が
１
７
４
棟
、
床
下
浸
水
が

６
３
５
棟
に
の
ぼ
り
、
農
地

は
５
８
０
２
㌶
が
冠
水
・
浸

水
を
被
っ
た
（
全
体
面
積
で

は
な
く
農
作
物
が
被
害
を
受

け
た
面
積
の
み
）。
ま
た
、冠

水
や
土
砂
崩
れ
、
橋
脚
崩
落

な
ど
道
路
の
被
害
は
市
内
全

体
で
１
３
７
か
所
を
数
え
、

現
在
で
も
な
お
16
か
所
の
道

路
が
通
行
止
め
と
な
っ
て
い

る
な
ど
復
興
は
途
上
に
あ
る

（
被
害
状
況
は
い
ず
れ
も
９

知
見
を
深
め
た
。
冒
頭
、
関

議
長
は
あ
い
さ
つ
で
今
回
の

豪
雨
に
つ
い
て
「
我
々
も
東

日
本
大
震
災
を
経
験
し
、
災

害
対
応
に
は
一
定
の
認
識
と

構
え
を
持
っ
て
い
た
が
、
深

夜
に
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
量
の
雨
が
降
り
驚

い
た
。
予
測
を
超
え
る
気
象

変
化
へ
の
対
応
の
難
し
さ
を

改
め
て
感
じ
る
」
と
述
懐
し

た
。ま

た
、
8
月
の
豪
雨
災
害

に
つ
い
て
も

触
れ
な
が
ら
、

「
全
国
市
議
会

議
長
会
の
中

で
、
災
害
対
応

の
課
題
に
焦

点
を
当
て
て

取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら

な
い
。
私
も
そ

の
一
員
と
し

て
し
っ
か
り

声
を
上
げ
て

い
く
」
と
災
害

い
で
お
り
、
水
害
へ
の
対
策

は
ま
す
ま
す
急
務
と
な
っ
て

い
る
。

過去 3回の豪雨での矢目地区の堤防決壊箇所
（Google Earthを基に本会加工）

×
▼
▲平成27年破堤箇所
令和元年破堤箇所
令和４年破堤箇所 ▲ ▲ ▲

▼

▼

×

× ×

名蓋川
多田川

伊藤大崎市長

関大崎市議会議長

名蓋川での視察の模様

国土強靱化が重要国土強靱化が重要
予測を超える気象変化への対応予測を超える気象変化への対応

会
長
に
よ
る
豪
雨
被
災
地
視
察

７
年
で
３
度
氾
濫 

水
害
対
策
急
務

大崎市
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１　概　要
首長提案の条例審査手法や議員提案条例の手法について、学識
経験者の講演、先駆議会の事例紹介、受講者同士のグループディ
スカッションを通じて必要な知識等を習得します。

２　日　時
令和４年１１月１日（火）１３:００～１６:５０
全国都市会館（東京都千代田区平河町２－４－２）

3　ZOOMによるオンラインで実施
（ZOOMが使用できない方は、YouTubeで視聴）

4　内　容
１３:００～１４:００【講 演】「条例の審査と提案について」

	 中央大学副学長・法学部教授　礒崎 初仁　氏
１４:１０～１５:４０【事例紹介】埼玉県議会関係者、横須賀市議会
	 関係者、徳島県那賀町議会関係者
１５:５０～１６:５０【参加者による意見交換】

５　受講料（教材費・税込）
賛助会員１０,０００円　 非賛助会員１５,０００円

６　お申込み専用フォーム
https://krs.bz/rilg/m/rilg_koshu

	 申込期限　令和４年１０月２５日（火）
７　オンライン受講に関する留意事項

「ZOOM」で御参加の場合、ビデオ機能で参加者との交流や、
チャット機能により講師に質問ができますが、「YouTube」で御参
加の場合は講義や討議を視聴するだけとなりますので、通信環
境等に問題がなければ、ZOOMでの御参加をお勧めいたします。

（見逃し配信の期間は、11/7～11/18）
８　お問合せ

詳細は、地方自治研究機構のホームページを御参照ください。
http://www.rilg.or.jp/htdocs/index.html
TEL　03-5148-0662　FAX　03-5148-0664

「地方議会議員のための政策法務 ～条例の審査と提案～」
一般財団法人　地方自治研究機構

令和4年度
実務講習会

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
の
販
売
が
９
月
21
日
、

ス
タ
ー
ト
し
た
。
1
等
の
当

選
金
額
は
前
後
賞
合
わ
せ
て

５
億
円
。
販
売
期
間
は
10
月

21
日
ま
で
。

公
式
サ
イ
ト
か
ら
も
購
入

す
る
こ
と

が
で
き
る
。

購
入
時
に

は
「
宝
く

じ
ポ
イ
ン

ト
」
が
貯

ま
り
、
１

ポ
イ
ン
ト

＝
１
円
で

次
の
購
入

に
使
う
こ

と
が
可
能

だ
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
は
、「
市
町
村
振
興
宝

く
じ
」
と
し
て
売
上
金
の
う

ち
39
％
（
令
和
3
年
度
）
が

市
町
村
（
政
令
指
定
都
市
除

く
）
に
交
付
さ
れ
、
地
方
自

治
体
の
貴
重
な
自
主
財
源
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
益
事

業
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
宝
く
じ
の
売
上
額
は

大
幅
に
減
少
し
、
こ
の
ま
ま

の
状
況
が
続
く
と
、
市
町
村

財
政
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
総
務
省

の
地
方
財
政
審
議
会
は
今
年

5
月
に
総
務
大
臣
に
「
活
力

あ
る
持
続
可
能
な
地
域
社
会

を
実
現
す
る
た
め
の
地
方
財

政
改
革
に
つ
い
て
の
意
見
」

を
提
出
。
そ
の
中
で
宝
く
じ

の
売
り
上
げ
回
復
を
通
じ
た

地
方
財
源
の
確
保
を
図
る
た

め
宝
く
じ
の
活
性
化
に
向
け

て
幅
広
い
視
点
で
議
論
・
検

討
を
行
い
、
速
や
か
に
対
策

を
講
じ
る
必
要
性
を
訴
え
て

い
る
。

0

500

1000

1500

2000

令和 3平成 28平成 23平成 18

1,235 896 750 669

390

350

324 380

1,625

1,246

1,074 1,049

■ サマー
■ ハロウィン

（旧オータム）

市町村振興宝くじの売上額推移

※併売くじがある場合には、併売くじを含む。
※端数処理の都合により合計が一致しない場合がある。

（単位：億円）

（全国市町村振興協会資料をもとに本会作成）

大崎市役所での表敬訪問の模様
対
策
に
関
す
る
決

意
を
述
べ
た
。

伊
藤
市
長
は
、

令
和
元
年
東
日
本

台
風
に
伴
う
豪
雨

災
害
の
後
に
当
時

の
菅
義
偉
内
閣
官

房
長
官
へ
「
原
形

復
旧
で
は
ま
た
や

ら
れ
る
。
是
非
次

の
災
害
に
耐
え
ら

れ
る
よ
う
な
改
良

復
旧
を
や
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と

要
望
を
行
い
、
そ
れ
を
受
け

て
国
が
改
良
復
旧
を
行
っ
た

箇
所
が
今
回
の
豪
雨
で
決
壊

し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

触
れ
、
改
良
復
旧
・
国
土
強

靱
化
の
重
要
性
を
語
っ
た
。

清
水
会
長
は
、「
津
波
だ

け
で
な
く
内
陸
部
に
お
い
て

も
集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害
が

発
生
す
る
。
今
回
の
視
察
の

内
容
を
持
ち
帰
り
、
国
へ
の

要
望
に
働
き
か
け
て
い
き
た

い
」
と
し
た
。

https://www.takarakuji-official.jp/

宝くじ公式サイトで今すぐ購入！

販売開始 収益は自治体財源に──
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市　章

【
市
の
概
要
】

▽
人
口
16
万
７
７
１
１
人

（
令
和
４
年
７
月
31
日
）

▽
面
積　
１
６
３・45
㎢

▽
歴
史
・
沿
革
　
平
成
17
年

４
月
１
日
に
５
市
町
村
が
合

併
し
て
新
「
磐
田
市
」
が
誕

生
し
た
。

磐
田
市
は
、
静
岡
県
西
部

の
天
竜
川
左
岸
に
位
置
し
、

北
部
に
森
林
、
南
部
に
海
岸

な
ど
自
然
豊
か
で
あ
る
ほ
か
、

多
く
の
古
墳
が
現
存
し
、
奈

良
時
代
に
は
国
府
が
置
か
れ
、

江
戸
時
代
に
は
東
海
道
が
通

り
交
通
の
要
衝
と
し
て
繁
栄

す
る
な
ど
、
歴
史
あ
る
ま
ち

で
あ
る
。

産
業
は
自
動
車
、
楽
器
な

ど
の
工
業
の
ほ
か
、
海
老
芋
、

シ
ラ
ス
等
の
農
水
産
業
も
盛

ん
で
あ
る
。

▽
シ
ン
ボ
ル　

い
わ
た
の

「
い
」
を
モ
チ
ー
フ
に
、「
新

し
い
時
代
」
を
創
造
す
る
ま

ち
の
躍
動
感
を
表
現
し
て
い

る
。
青
と
緑
は
、
自
然
環
境

や
文
化
、
歴
史
を
活
か
し
た

「
ゆ
と
り
と
活
力
の
ま
ち
」

を
、
赤
は
、「
希
望
」
と
市
民

の
一
体
感
を
象
徴
し
て
い
る
。

【
議
会
の
概
要
】　

▽
議
員
定
数　

26
人
（
現

在・男
性
23
人
、
女
性
３
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
３
年
４

月
18
日
執
行　
立
候
補
28
人 

投
票
率
49・50
％

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
議
会

改
革
推
進
の
た
め
、
全
議
員

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
貸
与

し
、
会
議
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
や
オ
ン
ラ
イ
ン
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催
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ヤマハスタジアムと磐田市イメージキャ
ラクター「しっぺい」（写真提供＝磐田市）

市
役
所
の
北
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に
国
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別
史
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遠
江
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分
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跡
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あ
る
よ
う
に
、往
古
の
当
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静
岡
県
西
部
地
域
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中
心
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で
し
た
。現
在
は
サ
ッ
カ
ー
や

ラ
グ
ビ
ー
、卓
球
な
ど
の
影
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で
、ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
と
し
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も
認
知
さ
れ
、令
和
３
年
の
調

査
で
は
日
本
一
の
称
号
に
輝

き
ま
し
た
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等
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ネ
ジ
メ
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討
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別
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会
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設
置
し
、
人
口
動
態
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経
済
規
模
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考
慮
し

な
が
ら
、
持
続
可
能
で
市
民

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
磐
田
市
を
次
代
に
引
き

継
げ
る
よ
う
、検
討・議
論
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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第６回第６回

寺田幹根議長

当研修所では、毎年度、市区町村議会の議員の皆様を対象に、自治体が直面している重要課題や時局の話題
を取り上げる宿泊型特別セミナーを開催しています。
今回は、地域振興、マクロ経済学・経済政策、製材業、議会アドバイザーなどの様々な分野で活躍する講師
をお招きし、地方自治体の現状・課題・解決策について幅広く学びます。
多くの議員の皆様のご参加を、お待ち申し上げております。

対 象	 市区町村議会議員
募集人数	 １２０名（先着順）
宿 泊	 研修所宿泊棟（宿泊型研修）　※外泊はできません。
参加費	 10,000円　※宿泊費及び食費等を含む予定額となります。
申込期限	 令和４年１０月３日 (月) まで
申込方法	 必ず議会事務局を通してお申し込みください。

◆ 当研修所のHPから電子申込みでお申し込みいただく
か、「特別課程受講申込書」をFAXでお送りください。
※ 電子申込みのID・パスワードは、令和４年度研修計画送付
時に各自治体の職員研修担当課へお知らせしています。

※ FAX申込様式は当研修所ＨＰからダウンロードできます。
◆ 多くの自治体からご参加いただくため、１団体９名以内
でお願いいたします。

決定通知	 申込み受理後、決定通知と併せて必要な資料を送付い
たします（申込期限前に締め切った場合でも、決定通知の送付は
１０月３日以降となります。）。

公益財団法人　全国市町村研修財団
市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）
研修部　担当:小柳・手塚
〒261-0025　千葉市美浜区浜田1丁目1番
☎:043-276-3126（研修部）　申込専用FAX:043-276-8484
ＵＲＬ:https://www.jamp.gr.jp/

令和4年度第2回令和4年度第2回 市町村議会議員特別セミナー市町村議会議員特別セミナー ����������������������������
��������

開催要領

お問合せ先

日 程	 令和４年11月１日（火）・2日（水） <2日間>
場 所	 市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）
	 千葉市美浜区浜田１－１（JR幕張本郷駅・海浜幕張駅よりバス10分）

11:00 ～	 入寮受付

13:00 ～	 開講式・オリエンテーション

13:30 ～15:00
　講演１	 自治体議会のズレ、その分析と補正

	 元衆議院法制局参事	 吉田 利宏 氏
15:15 ～16:45
　講演２	 あるものを使い切る  あるものから 
	 新しい価値を作り出す

	 銘建工業株式会社代表取締役	 中島 浩一郎 氏
17:30 ～	 情報・意見交換会（夕食）

9:00 ～10:30
　講演３	 コロナ後の日本のまちづくり

	 日本総合研究所調査部主席研究員	 藻谷 浩介 氏
10:45～12:15
　講演４	 地域再生の失敗学 ～地域経済の現状 
	 と課題～

	 明治大学政治経済学部教授	 飯田 泰之 氏

日程等

研修内容
11 月
1 日
（火）

11 月
2 日
（水）

る
委
員
会
が
開
催
で
き
る
よ

う
委
員
会
条
例
を
改
正
し
、

実
施
要
領
を
策
定
し
た
。


